
文
芸
欄

文
芸
欄

俳
　
　
句

俳
　
　
句

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

幼
子
が
必
ず
画
く
絵
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ		

和　

子

ガ
ラ
ス
戸
に
春
の
匂
い
の
句
会
か
な		

悦　

子

お
日
様
に
笑
顔
で
感
謝
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ	

千
枝
子

北
野
坂
行
き
交
ふ
男
女
春
惜
し
む	

	
道　

子

山
つ
つ
じ
眼
を
引
く
紅
は
藪
の
中	

	
恵　

子

群
れ
咲
く
も
私
は
私
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ		

　

丘　
　

跡
形
も
な
き
園
庭
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ		

和　

志

独
居
の
ベ
ッ
ド
は
淋
し
暮
春
か
な	

	

啓　

臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

制
服
に
夢
を
重
ね
て
入
学
式	

	

藤
井　

歌
子

夕
闇
に
み
か
ん
の
花
の
香
り
あ
り	

	

粟
野　

富
江

五さ

み

だ

れ

月
雨
に
工
事
の
人
の
旗
お
も
し	

	

山
田　

朝
子

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

新
茶
汲
み
古
き
昭
和
を
語
り
け
り	

	

馬
場
み
つ
え

九
十
路
の
身
六
日
菖
蒲
湯
に
ひ
た
る
幸	

前
川　

弘
子

般
若
波
羅
手
に
汗
写
経
寺
の
縁	

	

山
本　

恒
雄

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

遠
雷
や
老
犬
五
感
を
研
ぎ
す
ま
す	

	

若
林　

節
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
青
葉
光
り
見
ゆ	

南　

久
美
子

初
夏
の
風
イ
ン
デ
ィ
ゴ
色
の
暖
簾
ゆ
れ　
　
　

笠
井　

照
子	

う
す
紅
に
遅
れ
て
咲
い
て
百
日
紅	

	

松
村
二
三
枝

麗
か
や
萌
木
色
濃
く
山
の
木
々	

	

山
下　

久
一

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

待
ち
か
ね
た
桜
も
今
日
は
散
る
桜 

 

辻　

寿
賀
子

久
し
ぶ
り
和
気
藹
藹
と
花
見
か
な 

 

石
井　

敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

待
春
や
共
に
ひ
と
り
身
再
会
す	

	

塩
見　

光
子

引
く
波
の
お
く
り
も
の
な
り
さ
く
ら
貝	

田
中　

弘
子	

ひ
と
つ
か
み
な
れ
た
手
つ
き
の
若
布
売
り	

筒
井　

豊
子

春
の
雲
和
太
鼓
の
音
に
留
ま
れ
り	

	

中
井　

光
子

古
町
の
三
代
目
な
る
桜
餅	

	
	

矢
谷
登
美
子

福
寿
草
句
会
（
須
磨
区
）

枝
垂
れ
た
る
桜
一
大
宇
宙
か
な	

	

松
下
修
二
郎

キ
ャ
リ
ア
捨
て
生
き
し
人
生
花
吹
雪		

岩
田
美
代
子

人
生
の
移
ろ
ふ
ご
と
く
花
便	

	

林　
　

慎
一

久
々
に
集
ふ
広
場
や
花
筵	

	
	

上
原　

綾
子

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
水
区
）

ふ
る
里
の
笹
は
も
う
な
き
笹
粽	

	

中
村
佳
代
子

猫
ひ
ざ
に
空
を
見
上
げ
て
よ
も
ぎ
餅		

山
本
雄
二
郎

草
餅
を
あ
て
に
地
酒
に
酔
ひ
そ
れ
し		

樋
山　

隆
夫

そ
の
色
の
も
と
よ
り
青
し
草
の
餅	

	

久
下　

順
司

蒸
餅
を
包
む
柏
の
葉
を
打
く	

	

木
村　

敏
博

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

老
梅
や
葉
陰
鈴
な
り
実
を
隠
す	
	

田
畑
美
恵
子

か
す
む
目
に
新
緑
沁
み
る
登
り
坂	

	

大
上　

昭
敏	

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

珈
琲
を
待
つ
間
の
テ
ラ
ス
花
水
木	

	

森
本　

珠
実

行
楽
地
ベ
ン
チ
の
親
子
花
疲
れ	

	

大
橋　

治
子

行
く
春
の
袖
を
掴
み
て
惜
し
み
け
り		

尾
上　

正
紀

ナ
ン
プ
レ
も
解
け
ず
見
つ
め
る
朧
月		

喜
田　

弘
征

春
祭
り
城
跡
目
指
す
武
者
の
列	

	
阪
本　

道
子

新
緑
に
包
ま
れ
山
家
の
握
り
め
し	

	
田
野　

育
利

◆
個
人

雨
上
り
首
に
ポ
ト
リ
と
靑
時
雨	

（
東
）	

北
田　

建
樹

人
在
り
て
全す

べ
て

清
明
良
し
と
な
る	

（
灘
）	

福
井　

悦
子

金
平
糖
瓶
に
入
っ
て
春
の
色	

（
灘
）	

山
上　

幸
子

山
寺
の
苦
吟
を
癒
す
新
茶
か
な	

（
北
）	

竹
村　

良
子

花
吹
雪
雲
梯
の
子
に
犬
ほ
え
て	

（
北
）	

山
田
キ
ミ
子

篝
火
や
ぐ
ら
と
夜
桜
揺
れ
て
を
り	

（
須
）	

高
橋　

純
子

共
白
髪
黙
っ
た
ま
ゝ
の
暖
か
さ	

（
須
）	

福
本　

和
恵

う
ぐ
い
す
の
小
枝
渡
り
や
庭
の
す
み	

（
垂
）	

藤
田　

恵
子

黒
牛
の
瞳
に
映
る
柿
若
葉	

（
垂
）	

山
田
と
し
ゑ

あ
り
が
と
う
散
り
ゆ
く
花
に
礼
を
言
う	

（
西
）	

芝
田　

律
子

髪
な
で
ら
れ
想
い
亡
母
へ
藤
の
道	

（
西
）	

寺
岡　

洋
子

川
　
柳

川
　
柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

ネ
ッ
ト
時
代
個
人
情
報
ダ
ダ
漏
れ
る		

荒
木　

宗
Ｑ

走
り
去
る
時
代
の
尻
尾
に
し
が
み
つ
く	

京
念
久
美
子

夫
妻
で
も
夢
の
格
差
で
離
婚
す
る	

	

笹
岡　

淑
子

良
く
生
き
た
昭
和
平
成
令
和
ま
で	

	

杉
尾　

悦
子

時
は
今
時
代
先
取
り
宇
宙
戦　
　
　

		

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

新
入
生
大
き
め
制
服
い
つ
ま
で
か
？		

三　

茶

寒
戻
り
桜
に
雪
で
二
杯
飲
め	

	

か
ほ
う

新
婚
の
家
に
呼
ば
れ
て
泊
ま
る
阿
保		

あ
き
ら

新
し
い
事
を
や
る
な
ら
努
力
し
よ
う　
　

	

ま
り
子

タ
ケ
ノ
コ
の
新
芽
踏
み
踏
み
深
し
堀
る	

と
し
こ

新
曲
を
猛
練
習
で
持
ち
歌
に	

	

ま
さ
こ

◆
個
人

シ
ャ
ボ
ン
玉
孫
と
一
緒
に
空
あ
お
ぐ	

（
東
）		

早
川
キ
ミ
エ

杉
花
粉
心
地
い
い
の
か
こ
の
目
玉	

（
灘
）		

都
倉　

知
子

け
た
た
ま
し
テ
レ
ビ
の
喋
り
ス
イ
ッ
チ
オ
フ （
北
）		

か
ん
い
ち

国
の
知
恵
民
に
一
任
脱
マ
ス
ク	

（
北
）		

北
野　

利
一

親
馬
鹿
は
娘こ

の
年
金
を
積
む
老
婆	

（
北
）		

宮
内
美
栄
子

俎
板
が
隙
間
で
見
て
る
隠
し
味	

（
垂
）	

小
髙髙　
　

肇

花
び
ら
も
名
残
り
惜
し
む
か
グ
ラ
ス
の
美
酒
に	（
西
）	

藤
長　

文
子

へ
な
ぶ
り

へ
な
ぶ
り

一
泊
を
五
人
で
泊
ま
り
朝
起
き
て

　
　

無
い
無
い
無
い
わ
布
団
に
入
れ
歯	

（
北
）	

清
水　

久
子

あとがき
　暑中お見舞い申し上げます。暑さ
厳しき折柄、皆さまいかがお過ごし
でしょうか。先日新聞で「鬼ごっこ」
を幼児教育の現場に本格的に千葉県
富里市で取り入れたという記事を目
にしました。近年、子ども体力低下
と運動不足が懸念されているという
ことでした。「楽しく体を動かし、友
だちと一緒に助け合うことを学んで
欲しい」とありましたが、正に老人
クラブの活動ではないかと思います。
　繋がりをもって何よりも「楽しみ
ながら老人クラブ活動に参加」これ
が重要ではないかと感じています。
　頑張りましょう！老人クラブ。

◆
個
人

夕
雨
の
バ
ラ
の
雫
に
偲
ば
る
る
二
十
歳
の
恋
の
遠
き
痛
み
よ	

	

（
灘
）		

上
田　

節
子

敷
物
に
足
を
と
ら
れ
て
二
歩
三
歩
よ
ろ
め
き
踏
ん
ば
る
冷
汗
に
じ
む				

（
中
）		

水
口　

敏
子

よ
も
ぎ
摘
み
家
電
の
助
け
で
草
餅
に
本
物
や
ね
に
嬉
し
く
２
度
も				

（
兵
）		

大
賀　

清
子

イ
ギ
リ
ス
に
住
む
姪
か
ら
の
エ
ア
メ
ー
ル
異
国
の
香
る
切
手
に
見
入
る	

（
須
）		

江
口　

啓
子

Ｗ
Ｂ
Ｃ
い
つ
も
は
観
な
い
野
球
だ
が
ス
タ
ー
イ
ケ
メ
ン
応
援
楽
し		

（
北
）		

箱
守
喜
久
子

ヌ
ー
ト
バ
ー
侍
ジ
ャ
パ
ン
夢
に
見
て
夢
手
づ
か
み
の
桜
満
開	

	
（
北
）		

眞
木
香
代
子

春
雨
の
降
り
し
く
庭
に
う
す
紅
の
花
色
透
し
椿
潤
う	

	
	

（
垂
）		

堀
江
千
生
子

短　歌短　歌

「とっておきの作品」募集
　会員の皆様から、絵はがき
＆色紙絵を募集しています。
必要事項を記入したものを同
封の上、作品をお寄せ下さい。
必要事項　①氏名（ふりがな）　
②クラブ名　③題名　④郵便
番号　⑤住所　⑥電話番号
※葉書サイズ（100mm×
148mm以内）・色紙サイズ
（242mm× 272mm以内）でお
願いします。それ以外は受付出
来ません。
※作品は随時ご返却いたします
が、長期間お預かりする場合が
ありますのでご了承ください。
※作品は丁重に取り扱いますが、
損傷については理由のいかんに
かかわらず、一切の責任は負い
ません。
宛先 〒 650-0016
　　神戸市中央区橘通 3-4-1
　　KOBEシニアクラブ
　　「とっておきの作品」係

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

電
車
に
乗
り
て
来
し
か
も
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
ふ
わ
り
下
車
を
す
る		

船
崎
め
り
子

近
隣
の
幼
稚
園
に
て
い
き
い
き
と
友
は
自
作
の
紙
芝
居
を
演
ず	

	

山
田
加
壽
代

日
本
晴
飛
行
機
雲
が
ふ
た
す
じ
有
り
長
く
伸
び
ふ
あ
ふ
あ
消
え
ゆ
く	

礒
元
カ
ヨ
子

太
極
拳
ク
ル
リ
振
り
向
け
ば
今
ま
さ
に
裏
六
甲
よ
り
輝
く
日
の
出		

清
水　

恵
子

誘
わ
れ
て
他
郷
に
過
ご
す
春
一
日
家
に
帰
れ
ば
疲
れ
の
深
し	

	

木
下
い
く
子

月 日
～ 日（月）

とき

会場

午前10時
～午後4時

（最終入場は終了30分前）
※最終日は午後１時まで

兵庫県民会館（2階・大展示室）　

９
11
７（木）

の５日間

第 58 回 神戸市高齢者美術作品展
第 36 回 こうべ長寿祭美術作品展
兵庫県民会館にて、「高齢者のふれあいと生きがいづくり」を目兵庫県民会館にて、「高齢者のふれあいと生きがいづくり」を目
的とした高齢者美術作品展を開催します。日々の生活に潤い的とした高齢者美術作品展を開催します。日々の生活に潤い
を持って、生きがいを高めるために創作した作品の数々…。を持って、生きがいを高めるために創作した作品の数々…。
それぞれの「想い」がそれぞれの「想い」が
詰まったすてきな詰まったすてきな
作品を展示します。作品を展示します。
おともだちを誘っておともだちを誘って
ぜひ見に来てぜひ見に来て
くださいね！ くださいね！ 

詳しくはホームページをご覧下さい

開催の
お知らせ

■主催 神戸市・神戸市老人クラブ連合会・こうべ市民福祉振興協会
■後援 神戸市社会福祉協議会・神戸市老人福祉施設連盟・神戸市民文化振興財団［兵庫県神戸県民センター助成事業］
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